












要約:1.母親学級の受講者が意識・態度・行動の変容を達成することが、精神的健康や QOL

とどう関わっているか、という観点から母親学級を評価した。各学習内容に関して「不安

の解消」「判断力の獲得」「行動の実践」の 3点の変容達成を評価させたところ、変容達成

群では非達成群よりも明らかに抑うつ状態や気力の低下の状態が低く生活の充実感が高く、

母親学級による変容達成は母親の精神的健康やQOL と関連することが示された。

2.3 つの評価視点のうち、「不安の解消」が母親の精神的健康や QOL と最も多く関連して

いたことから、不安の解消ができたかどうかという側面を評価することがポイントと思わ

れた。

3.母親学級の学習項目がいずれも同程度に受講者の精神的健康や QOL と関連しているので

はなく、分娩や出産前後のこと、歯の衛生、育児に関する講義項目ならびに実習項目が特

に関連が強かったことから、こうした領域での変容達成が重要と思われた。


